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「深思北京」2022〜日中民間交流の現場の声を聴く【追加】募集要項 

 
2022 年の北京研修は、大学外の日中交流の現場の声に耳を傾けるという社会連携的な作

業を中心に実施します。提携校の中国人民大学の学生と共同取材班を組んで、東京と北京で
活躍している「交流の実践者」が置かれた環境を調べたうえで、日中民間交流の現場がどの
ようなものなのか、インタビューを通して知見と理解を深めるプログラムです。 
■ 日時： 2022 年 11 月下旬～12 月中旬（平日の 6 限目や土日も活用して活動を行う。会
合やインタビュー実施日時等は参加者の都合に合わせてその都度調整する。） 
■ 会場： 【オンラインの場合】Zoom、VooV 等のビデオ会議ツールや WeChat 等の SNS。
【対面の場合】駒場キャンパス、インタビュイーが指定する場所等。 
■ 学生交流先：中国人民大学文学院 
■ 使用言語：中国語、日本語（時と場合によって最適な交流言語をその都度選ぶ） 
■ 参加費用：無料（通信に関する費用は各自負担） 
■ 募集対象・募集人数：学部生 10 名以内。 
■ 修了後に取材作品以外に、個自の「取材日記」を作成していただきます。 
■ 応募期間・応募方法：下記の要領で作成し、メールにて応募してください。 
（１）タイトルを【2022 年度国際研修応募／氏名】とし、①所属・学年、学生証番号 ②
留学・国際交流経験③中国語学習歴・資格、をメール本文に記入 
（２）さらに以下の 2 点をメールに添付してください。 

・今最も関心のある中国関連の話題について、調べたこと、自分の考え方、さらに知りた
いことなどを日本語 1200 字程度にまとめた文章 
・「両校の研修参加生と最も共有したい写真一枚」あるいは「最も自分らしい写真一枚」
（写真ファイル）とそのキャプション（日本語と中国語両方で） 

（３）送付先：admin＠lap.c.u-tokyo.ac.jp（＠は半角に置き換えて下さい） 
4）追加応募メール提出期限：2022 年 11 月 8 日（火） 
■ スケジュール 

0-1.【開催済み】事前説明会（追加応募者には面談で説明） 

0-2.【対面 or オンライン】面談（語学スキル、参加可能日程、取材希望・アイデアの確認） 

１【対面 or オンライン】導入：第１回日中全体会合（顔合わせ、連絡先確認、関心の共有） 

２.【対面＆オンライン】事前レクチャー（東大主催・人大主催各 1 回） 

３.【オンライン】インタビュー準備：取材先選定・調整（役割分担、背景調査、候補選定、
取材依頼） 

４.【インタビュイーが指定する方式】インタビュー実施：取材・撮影 
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日本における取材は東大生主体、中国における取材は人大生主体で行う。必要に応じて、
学内外の専門家から補足的な意見や解説を聞く機会も作る。 

５.【オンライン】インタビュー記録執筆・動画編集 

６.【対面 or オンライン】第 2 回日中全体会合（総括・発表会） 

７.各自レポート作成、提出 

＊全体会合の実施日・参加形式は事務局・参加者間で調整。 
 
Email  admin＠lap.c.u-tokyo.ac.jp（＠は半角に） 
HP  http://www.lap.c.u-tokyo.ac.jp/ja/ 
Twitter https://twitter.com/LAP_Utokyo 
Instagram  https://www.instagram.com/utokyo_lap/ 


